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１．概要（Summary） 

医療応用が期待される大気圧プラズマの反応機構を

明らかにするために、プラズマ内部の基本パラメータを解

析する。名古屋大学工学研究科附属プラズマナノ工学研

究センターの設備を利用してプラズマパラメータの計測を

行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 超高密度大気圧プラズマ装置、真空紫外吸収分光計

（原子状ラジカルモニター）、In-situ電子スピン共鳴

(ESR) 

【実験方法】 

アルブミンは血中で最も多く含まれるタンパクである。

PVDF製ポリマー膜状にアルブミン水溶液を滴下して、

大気圧プラズマ装置を用いて、低温プラズマ照射した

(Fig. 1-A)。10s後には凝集物を形成した。次第に大きく

なるが、液面温度は 40°C以下を保っており、温度が上が

った影響とは考えられないことを確認した。蒸発やガスを

流しただけでは凝集が見られない。また、Fig. 1-Cにはア

ルブミン水溶液（Ⅰ）に比べ、水の代わりに PBS（Ⅱ）、

NaCl水（Ⅲ）、0.1%グルコース水溶液（Ⅳ）を使っても同

様の凝集物が見られた。 

プラズマ照射の基本パラメータをプラズマナノ工学研究

センターにおいて、真空紫外吸収分光システムによって

計測した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 プラズマ（Fig. 1-A右）のヘッド部からの距離に対して、

原子状ラジカル量を絶対密度計測した結果、照射距離

に応じてラジカル量が変化していることが分かった。凝集

の度合い、速度はラジカル量に一致せず、他の因子が

支配的に関与していることが考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Observation of aggregation of albumin 1 
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